
東予高校創立６０周年テーマ及びシンボルマークについて 

 

本校は令和３年度創立６０周年を迎えます。その６０周年を祝うとともに、東予高校の更

なる発展、今後の生徒の活躍を祈念し、「テーマ」及び「シンボルマーク」を作成すること

にしました。全校生徒から原案を募集し、生徒会役員、教員で選び、その原案にアレンジを

加えました。 

「テーマ」は機械科の３年生が考えたものを原案としています。校歌の最初の部分「吹きめ

ぐる 風は自在に」と「道前の 草のみどりや」から、「風」と「道前」を用いました。実

り豊かな道前のこの地で着実に学ぶことで、吹き渡る風のように自在に力を発揮する、そん

な若い力で地域を担い、未来を築く人材を目指す、という意気込みを表しています。 

「シンボルマーク」は建設工学科の２年生がデザインした原画に、教員が意見を出し合い、

美術担当者が仕上げました。毎年５月に地域の皆様に親しんでいただいているバラの花び

らで、校章の五角形を形取りました。その下の 60は、本校の長い歴史に誇りを持って大き

く表示しました。また、０を歯車にすることで、伝統ある工業高校であることを表現してい

ます。 

 

未来を築け道前の風 

「若き力の東予高」 

        


